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台
東
区
の
谷
中
一
丁
目
四
と
二
丁
目

二
の
間
を
南
西
か
ら
北
東
に
上

る
、
美
し
く
か
つ
江
戸
の
風
趣
を
残
す
坂

が
あ
る
。
名
前
を
「
三
浦
坂
」
と
い
う
。

坂
上
に
向
か
う
と
、
右
側
に
臨
江
寺
と

宗
善
寺
の
高
い
石
塀
が
続
き
、
左
側
に
は

民
家
が
並
び
、
坂
上
に
は
堅
固
な
石
垣
が

あ
る
。
坂
の
両
脇
か
ら
は
樹
林
が
枝
を
投

げ
か
け
て
、
緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
作
っ
て
い

る
。
名
坂
の
名
に
恥
じ
な
い
趣
で
あ
る
。

坂
名
の
由
来
は
、
二
丁
目
側
（
左
側
）

に
三
浦
志
摩
守
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と

み
ま
さ
か

に
因
む
。
三
浦
氏
は
美
作
国
（
岡
山
県
北

部
）
真
島
郡
勝
山
の
二
万
三
千
石
の
大
名

で
、
初
め
は
勝
山
藩
と
い
っ
た
が
、
幕
末

慶
応
の
こ
ろ
、
真
島
藩
と
改
称
し
た
。

こ
の
下
屋
敷
を
拝
領
し
た
と
き
に
、
こ

ん
な
逸
話
が
あ
る
。寛
永
十（
一
六
三
三
）

年
、
三
代
将
軍
家
光
が
王
子
村
で
狩
り
を

し
た
と
き
手
負
い
の
猪
に
襲
わ
れ
た
。
そ

の
と
き
、
そ
ば
に
い
た
三
浦
正
次
（
初
代

藩
主
）が
こ
の
猪
を
瞬
時
に
斬
り
殺
し
た
。

こ
の
功
績
に
よ
り
、
帰
り
が
け
に
家
光
か

ら
谷
中
の
当
地
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。

別
名
を
中
坂
と
い
う
。
こ
れ
は
こ
の
坂

さ
ん
さ
き

が
、
善
光
寺
坂
と
三
崎
坂
の
中
間
に
位
置

し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
は
三
浦
坂

の
西
側
に
赤
字
坂
が
あ
る
が
、
こ
の
坂
は

明
治
時
代
に
で
き
た
新
坂
で
あ
る
。あい

ぞ
め

三
浦
坂
の
坂
下
に
は
、
か
つ
て
藍
染
川

が
流
れ
て
い
た
。
染
井
霊
園
付
近
を
源
流

と
し
て
不
忍
池
に
流
入
し
て
い
た
。
現
在

は
暗
渠
に
な
っ
て
い
る
が
、
西
側
に
残
る

「
へ
び
道
」
に
そ
の
面
影
が
あ
る
。

坂
上
を
左
折
し
、
一
本
目
を
左
折
す
る

と
「
大
名
時
計
博
物
館
」
が
あ
る
。
今
は

個
人
の
所
有
だ
が
、
こ
こ
が
勝
山
藩
の
下

や
ぐ
ら

屋
敷
跡
だ
。
館
内
に
は
櫓
時
計
、
枕
時

い
ん
ろ
う

計
、
印
籠
時
計
な
ど
大
名
時
計
の
名
品
が

展
示
さ
れ
て
い
て
、一
見
の
価
値
が
あ
る
。
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渋
谷
区
神
宮
前
二
丁
目
五
と
二

せ
い
ぞ
ろ
い

の
間
に
「
勢
揃
坂
」
と
い
う
坂

が
あ
る
。
青
山
熊
野
神
社
と
国
学

院
高
校
の
西
脇
を
北
へ
緩
や
か
に

下
っ
て
い
る
。

坂
名
の
由
来
は
こ
う
で
あ
る
。

永
保
三
（
一
〇
八
三
）
年
の
「
後

三
年
の
役
」
の
と
き
、
奥
州
征
伐

に
向
か
っ
た
八
幡
太
郎
（
源
）
義

家
が
、
こ
の
坂
で
軍
勢
を
揃
え
て

出
陣
し
て
行
っ
た
の
で
こ
の
名
が

つ
い
た
と
い
う
。

徳
川
家
康
の
江
戸
入
府
以
前
か

ら
あ
る
鎌
倉
街
道
・
奥
州
街
道
の

古
道
な
の
で
あ
る
。

坂上から見下ろす姿も美しい。
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